
CARTRO　　アントニ・タピエス

裸婦　　パブロ・ピカソ

LE SOURIRE（微笑）　　ポール・ゴーギャン

街と少女　　西村 八知

〒389-0111 長野県北佐久郡軽井沢町長倉 957-10
Tel : 0267-46-1911　Fax : 0267-46-1910
東京事務所 : 〒107-0052　東京都港区赤坂 9-6-14
Tel & Fax : 03-3401-8896　https://www.levent.or.jp

開館時間：10:00～17:00   水曜休館（8月1日～9月15日 無休）
入館料　大人800 円　大・高 600 円　中・小 400 円

（団体割引・身障者と介助者割引あり）

2023. （土）  ～ （日）6.10 11 .5

西村 八知  没後 10 年

https://www.facebook.com/museelevent/
https://www.instagram.com/museelevent/

西村光恵（伊作夫人） 母の手しごと  妻の手すさび

美の散歩
八知の作品 と 彼が愛した画家たち
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西村八知の



西村　光恵 1885 年－1970 年
新宮の裕福な材木問屋の娘として誕生。
幼いころにみなしごになり家も倒産し、
材木店を営む叔母一家に身を寄せ、家事
と商売を手伝いながら大きな家を切り回
す工夫を学ぶ。24 歳、同郷出身で同じく
幼くして両親を亡くした西村伊作と結婚。
賢くセンスも優れていた光恵は、夫指導
の下、洋裁、西洋料理、織物などを学び、
西洋の生活スタイルで家庭を築く。まだ
洋装が珍しい時代に９人の子供たちの洋
服は光恵がすべて手作りし、子供服の本
も出版。しかし光恵自身は生涯着物姿で
通し、茶道、日本画、陶芸などを嗜み、
独自のスタイルを貫く。
自由人の西村伊作が理想の家庭づくりと
人間教育を行った舞台裏に存在した妻光
恵にスポットを当てます。

メダイヨン
円盤の浮彫

medaillon

パピエコレ papier collé
紙片や木片などを台紙に貼り合せたコラージュ

テラコッタ
粘土を素焼きで仕上げる彫刻

terra cotta

Hatch

Mitsue
光恵の手作りの洋服　西村家の子供と従兄妹たち

「愛らしい子供服」西村光恵著1922軽井沢にて　　西村八知

光恵肖像画　ソノ・西村 ベガート

＜西村八知の　美の散歩＞
　　ル ヴァン美術館初代館長　西村八知（1922－2012）は、彼の美術
への愛を多くの人と分かち合えるよう私財を投じて 1997 年にル ヴァン
美術館を設立しました。幼いころから絵を描き、長じてからは父西村伊
作が創立した学校文化学院で美術を教え、1988 年から 2007 年まで同
校で校長をつとめました。美術作品や作家たちを友人や恋人のように慈
しみをもって語る人間味あふれる彼の美術史の授業は生徒たちに人気
で、生涯を通じて制作した絵画、テラコッタ、パピエコレなどの作品も、
彼のやさしい言葉で語られた美の哲学エッセーとともに作品集にまとめ
られています（『ユーロペ』『夕暮れの散歩』）。2010 年の企画展のあい
さつ文には、彼の自然体で美術を愛するやさしさが表れています。
「ぼくがなぜ絵を描いたり、好きな絵や彫刻を持ったりしているのか？
それはただ楽しいからで、何の芸術的な意味もない。好きだからという
のは、友達や恋人みたいなもので理由なんかない。ぼくの好きな芸術家

でミケランジェロとかピカソとかもいるけど、あまり偉い芸術は肩が
凝ったりする。だからぼくのコレクションで、ぼくの知らない無名の人
の絵もある。ぼくは理由などなく、好きなものに手を出す」
　　西村八知の没後 10 年の節目、2023 年の企画展では西村八知の作
品とコレクションを展示し、八知の「美の散歩」にお誘いします。美し
い自然を眺めたり好きな友人と語らうように、肩の力を抜いて美術作品
をお楽しみください。また本年は西村伊作の妻、八知の母である西村光
恵による子供服、日本画、陶芸などの手仕事と手遊び（てすさび）の作
品もご紹介します。破格の自由人伊作に嫁ぎ９人の子供を育てた光恵は
嫁いでから洋裁や西洋料理を学び、震災や戦争で暮らしが激変しても創
意工夫と創作を楽しみながら生きました。「生活を芸術として」－西村伊
作の美学を受け継いだ妻光恵と息子八知のすなおな美との向き合い方を
ご覧ください。

ル ヴァン美術館

発地市庭

● 車下」駅沢井軽「線幹新北陸RJ
または、乗継ぎ　しなの鉄道
軽井沢駅」下車で 3km

　※両駅より路線バス運行
      「杉瓜」下車　徒歩2分

● 上信越自動車道「碓氷・軽井沢
IC」より 12km　軽井沢バイパス
18 号「鳥井原」交差点（歩道橋）
より杉爪方面へ 1.5km

●駐車場　40台収容

「中

美術館入館料 大人：800円　 大学・高校生：600円　 中学・小学生：400円
（団体割引、身障者と介助者割引あり）

☆ カフェテラス Cafe Le Vent 、ミュージアムショップ Le Vent は常時ご利用いただけます 

割引券 このチラシ持参の方は４名様まで 100 円割引きいたします

☆「アトリエ　ル ヴァン」
　　各種ワークショップ（陶芸・木工・オーナメントづくり他）・講演会等を開催
　　貸しスペースとしてもご利用いただけます　　　　　　  詳細はお問合せください

馬越ゴルフ

ローズフェスティバル
     庭のバラが見頃　美術館入館者はカフェ 100 円割引　 6 月 17 日（土）～ 7月 2日（日）（水曜日休館）
     　  10:00 ～ 17:00秋のアートフェスティバル
     入館料無料　スケッチ大会開催　  10 月  8 日（日）    10:00 ～ 17:00

開催予定が変更になる場合がございます　ご了承ください

サマーコンサート
① 山口佳子　ソプラノコンサート（第3回）    7月 30日（日）
② 近藤和花　ピアノコンサート（第15回）  　　　　　　　     8月 6日（日）
③ 寺田悦子・渡邉規久雄　四手連弾ピアノコンサート（第5回）  　 8月 10日（木）
④ ボサノバ／サパトス（木村 純・三四朗）（第19回） 　 　 8月 12日（土）
⑤ Concerto di Due　2人のコンサート    8月 19日（土）
⑥ Karuizawa Hilltops  カントリーミュージック軽井沢   8月 22日（火）
⑦ 戸室 玄 　ピアノリサイタル（第3回）    8月 26日（土）

〈2023 年度　ル ヴァン美術館　サマーコンサート・イベント〉

＊入場料：  ②④⑥⑦一般：3,000円　中学生以下：1,500円　未就学児：無料
    　    ①③⑤一般：4,000円　中学生以下：2,000円　未就学児：無料
＊問合せ：  電話  0267-46-1911（ルヴァン美術館）　　
＊時　間：  ①②③④⑦開場：16時／開演：16時半（美術館15時閉館　　カフェ16時LO）
　　　　　  　　　　⑤開場：15時半／開演：16時（美術館14時半閉館　カフェ16時半LO）
　　　　　  　　　　⑥開場：14時／開演：14時半（美術館13時閉館　　カフェ16時半LO）

プレオープン　カフェとショップ
    GW中カフェとショップは営業　永島秀之氏の木工作品を展示販売　 4 月 29 日（土）～ 5月 7日（日）
     　  10:00 ～ 17:00


